






















の듯이については、「흡사함 즉 비유를 나타내는 어찌씨끝으로 …… ‘한(하는) 것
처럼, ‘한(하는) 것 같이’의 뜻으로 이해된다. 그런데 ‘듯이’는 경우에 따라서
는 ‘듯’과 같이 ‘이’가 줄어지는 수가 있다.(p.517)」と述べている。김승곤(2009) 















	 手持ちの韓国の小説の中から、1950 年代から 60 年代初頭にかけての作品(A 群)か
ら、듯이, 듯の依存名詞、語尾それぞれの使用回数と頻度を調べる。さらに、依存名
詞の時は、先行する冠形詞形の類型毎に使用回数と頻度を調べる 2000 年代以降の作
品(B 群 )についても同様のことを行い、両作品群における듯이, 듯の分布状況を比較
し、その違いを示すことで、50 年ほどの間に変化が起こっていることを示唆したい。 
	 表 1 は A 群、表 2 は B 群の作品の出版年と作家の生年を示したものである。A 群
の作者はいずれも日本の植民地時代に生まれ、作品出版時は 30 代から 40 代である。
また、B 群の作者も作品出版時は 30 代から 40 代である。 
	  
表 1	 作品と作家(A 群)	
作品 出版年 作家 生年 
감정 있는 심연 1957 한무숙 1918 
꺼삐딴 리 1962 전광용 1919 
닳아지는 살들 1962 이호철 1932 
생활적 1954 손창섭 1922 
오발탄 1959 이범선 1920 
잉여인간 1958 손창섭 1922 
젊은 느티나무 1960 강신재 1924 
흥남철수 1955 김동리 1913 
 
表２	 作品と作家(B 群)	
作品 出版年 作家 生年 
나가사키 파파 2008 구효서 1957 
도시는 무엇으로 
이루어지는가 
2009 박성원 1969 
두근두근 내 인생 2011 김애란 1980 
? 2 ?
 설계자들 2010 김언수 1972 
아랑은 왜 2010 김영하 1968 
아름다움이 나를 
멸시한다 












表３は A 群から、表４は B 群からの依存名詞としての듯이, 듯と語尾としての듯이, 
듯それぞれの出現回数の合計出現回数に対する百分率を示したものである（カッコ内






える。まず、依存名詞の듯と語尾の듯をあわせた出現率は、B 群（81.3%）では A 群(4
0.1%)の二倍近くになり、듯이の方は B 群（18.7%）では A 群(59.9%)の３割弱である。





	 表 5 は A 群から、表 6 は B 群からの依存名詞としての듯이, 듯と各々を修飾する冠
形詞形（語尾で表示）との組み合わせの数の割合を冠形詞形ごとに示したものである。






















	 	 	 	 	 	 表４	 全体の分布(B)	




























	 	 	 表 5	 冠形詞形の分布(A)	
 
 	 A 群（表５）ではどの冠形詞形についても듯이の出現率が高いのに対し、B 群（表
６）では、出現のない던を除いてどの冠形詞形についても듯の出現率が高い。単純는
冠形詞形について言うと、その는冠形詞形のうちでの使用は、A 群では듯이の時 23
例中４例(17.4%)、듯の時８例全て(100%)、全体としては 31 例中 12 例(38.7%)である
のに対し、B 群では듯이の時 40 例中 4 例(10%)、듯の時 165 例中 11 例(6.7%)、全体
としては 205 例中 15 例(7.3%)である。A 群と B 群を比較すれば、単純는冠形詞形の
는冠形詞形中の使用は、듯이を修飾する時も B 群での出現率が少ないが、듯を修飾す









度も 8.0%と少ない。これは、A 群におけるㄹ冠形詞形の使用率の半分以下である。 
































	 	 	 表 6	 冠形詞形の分布(B)	




















































	 これに対し、A 群と B 群に現れた差は、歴史的変化の反映ではなく、両群の小説の
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